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1．背景と目的 

政府は地方創生にコンパクトシテｨが重

要であるとコンパクトシテｨ＆ネットワー

ク政策を進めている。 

その内容は、自家用車に頼らずに、徒歩

や公共交通で生活出来る職住近接のまちの

構築である。さらに、コンパクトシテｨ政

策は環境問題や少子高齢化といった課題を

解決する為にも用いられる。 

しかし、日本にはコンパクトシテｨのモ

デルが圧倒的に少ないという現実がある。

積極的に取り組んでいる地域を取材して、

日本に合うコンパクトシテｨの構想を行お

うと検討している。 

コンパクトシテｨ政策を行っている地域

を現地調査し、コンパクトシテｨが日本で

普及しない理由の考察。コンパクトシテｨ

の概念が提唱されて既に 40 年以上経って

いる。コンパクトシテｨの概念そのものが

現代の都市条件に合っているのか。中心拠

点のサービスは居住者に直合しているの

か。おそらく、かなりの多様なコンパクト

シテｨ像が考えているだろうが、その多様

性についても検討し、それを元に改善案や

日本型のコンパクトシテｨを創造する。 

 

2． 調査方法 

コンパクトシテｨ政策を行っている富山

市や青森市等に現地調査や、コンパクトシ

テｨ政策を行っている行政や企業に取材調

査を行う予定。 

日本型のコンパクトシテｨと呼ばれてい

る、富山の商店街やロードサイドなどの調

査も中心的に行う予定である。 

 

3． 私のコンパクトシテｨ政策の観点 

私は職の集積がコンパクトシテｨに重要

であると考察している。コンパクトシテｨ

の調査は、職の集積をテーマにコンパクト

シテｨ政策を研究する予定である。 

なぜなら、地方に人を定住させたいので

あれば、その土地に雇用がなければならな

い。その考えが今後のコンパクトシテｨ政

策にどのように交錯するのかを吟味した

い。 


